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－山本精工最大の特徴
　　機械加工技術商社という業態
山本精工株式会社は 1955 年から金
属加工を行っており、1970 年に会社設
立しました。
一般的な金属加工の会社というと、
一部は外注で加工することはあります
が、大部分を自社で加工する業態だと
思います。当時の山本精工も、そのよう
に自社内で加工した製品・部品を客先
に納品していました。現在は全く逆で、
自社内で一部の加工を行い、大部分を
外注で加工しています。外注で加工す
る比率は実に 90 ～ 95% であり、一般
の金属加工業とは少し異なります。　
表現するとすれば機械加工技術商
社とでもいいましょうか。
この業態の強みとしては、できない
加工が全くないということです。つま
り、お客様の要望が難しい場合でも、

新しく加工先を探すことで解決する
ことができます。自社の機械でできる
加工は限られています。しかし、日本
全国の数多の加工業者が当社の外注
先となりますので、ありとあらゆる受
注に対応することができます。

－機械加工はサービス業！
　　安心・感動・信頼を売る
製造業や加工業は一般的には“技

術”を売る仕事だと思います。一方、当
社では“安心”を売っていると私は
思っています。そういう意味ではサー
ビス業に近い業態と言えます。“安心”
を売るとはどういうことかというと、
当社に発注いただければ、手間も含め
て全て任せることができるというこ
とです。山本精工にお願いすれば間違
いないと思っていただけるよう、信頼
のある会社づくりを目指しています。

安心感を醸成するためには、品質と
納期をお客様の納得いく形で提供す
ることが一番です。そのため当社では
生産管理、品質管理など、お客様の安
心につながる管理に係る人員を増や
すことにしました。私が入社してから
14 年間で社員は 40 名増えましたが、
営業部門は 1 人も増やしていません。
全て管理部門の人材です。
また、加工の進捗状況をリアルタイ
ムでチェックすることができるシス
テム、製品ごとにカルテのようなもの
があり、加工時における注意点が分か
るシステム、ベテランでも新人でも適
正な価格の見積書を作れるシステム
も導入を進めています。
このようにサービスを充実させる
ことを徹底した結果、売り上げが 8年
で 2.5 倍に伸びました。
　　　

－なぜこのような業態を
　　とっているのか？
かつて当社も大手企業の下請け加
工業者のひとつでした。1 社の売上が
最も多い時は全売上の 80% を超えて
いました。1 社の売上比率が大きいと、

お客様の調子が良く、受注をいただい
ている間は良いですが、それがいつま
でも続くとは限らないリスクがあり
ます。突然来期は発注しない。という
ことも考えられます。そうしたリスク
を考え、新規顧客の開拓を進めました。
その過程で、どのような加工でもでき
るということが当社のひとつの武器
となり、外注比率も徐々に増え、現在
の業態となっています。現在は最も受
注の多い1社の全売上に対する比率は、
今年度が 11%、昨年度は 7%でした。業
界も多岐にわたっているため、景気不
景気や繁閑の波もうまく分散されて
います。
最近では BCP も強く意識していま
す。6 年前までは外注加工先が関西中
心でしたが、関西で災害が起きた場合、
供給がストップし、お客様に迷惑をか
けてしまうということに気付き、外注
加工先を全国に展開させていきまし
た。担当者が全国各地を回り、少しず
つ増やしていき、現在は北海道から鹿
児島まで 250 社あります。
こうした取り組みは自社のためだ
けではなく、優秀な町工場の技術を今
後に残し、メーカーと町工場を結びつ
けることにも繋がり、これも当社の重
要なミッションだと考えています。

－人が育つ会社を目指す
自分のやりたいことを仕事としてで

きていることがベストですが、それ以
上に、誰と一緒に働くかということも
大事だと私は考えています。そのため、
人材育成には特に力を入れています。
当社の人材育成は他の会社で言う人
材育成とは少し異なり、人間力向上を
目指しています。当社では人間性のス
キルマップが書かれた社員手帳を作成
し、全員に配布しています。内容は、本
当に基本的なことですが、挨拶をする、
ありがとうとごめんなさいを言う、言
い訳をしないなど 24 項目あります。
人間力はポータブルスキルといっ
て、会社だけではなくプライベートで
もどこにでも持ち運べるスキルです。
人間力を高めていくことで、プライ
ベートも充実するようになります。そ
うなると仕事にもますます力が入り、
全体的にモチベーションが上がるこ
とを体感しています。
今では、私がこういうことをしたい
なと独り言のように話したことが、次
の日には何人かの社員によって実現
されていたりと、意欲高く頑張ってく
れています。
これからも一緒に働く社員を大切に
しながら、全社員一丸となって、お客様
に安心・感動・信頼を届けられるよう
に精進していきたいと思います。

－貴重なお話をいただき、
　誠にありがとうございました

金属加工の会社として創業した山本精工株式会社。現在は加工品の90%
以上を外注で製作する「機械加工技術商社」という業態をとっています。
どのような考え方で外注比率を上げていったのか、また、そのために行っ
ていることとは・・・。ここ数年、急速に成長を続けている同社、その要因や
独自の人材育成の取り組みについて、代表取締役社長の山本氏にお伺い
しました。

 

山本精工　株式会社
代表取締役：山本　正人 氏
本　　社：大阪市生野区舎利寺2-13-4
創　　業：1955年4月 
社 員 数：70名
事業内容：金属部品の加工・販売

山本精工　株式会社

　　機械加工はサービス業だ！
安心・感動・信頼を売る機械加工技術商社

「楽しんで仕事をしてもらいたい」　社長のあふれる想い
山本精工が掲げる企業理念は「スタッフ並びに関係する方々を幸せにする」。イン
タビューのなかでも、企業理念に沿ったたくさんのユニークな取り組みについて
ご紹介いただきました。“仕事も全力で楽しむ！”山本精工の挑戦は続きます。

山本精工のＷｅｂサイトにある採用情報のページ
仕事は一日の大部分を占める。だから仕事の時間を楽しめる人は人生の勝ち組
になれる。社員には仕事を楽しみ勝ち組になってほしい。
― 採用情報のページにはそんな熱いメッセージが込められている。

ユニークな「働き方ＭＥＮＵ」
企業理念をわかりやすく伝える
とともに、社員の幸せにつなが
る、会社のさまざまな取り組み
を紹介している。
採用の際も、会社を知ってもら
うためにこれを明示していると
のこと。
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